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 新型コロナウイルスの更なる感染拡大にともない、ギリシャ全土における外出禁止措置等の厳しい対

策が講じられているところですが、この度、ギリシャ政府は出入国制限措置の強化として、陸路で国境

ゲートから入国する際の制限措置の一部変更を発表しました。 

 

１ 陸路でのギリシャ入国時のＰＣＲ検査の義務付け 

  １１月２０日から、全ての陸路での入国者に、入国ゲートにおけるＰＣＲ検査（Rapid Test）の受

検が義務付けられました。 

 

     陸路での入国者に対しては、これまでにも 

（１）到着前７２時間以内に実施されたＰＣＲ検査（陰性）結果を提示すること 

（２）到着前の電子登録フォーム（Passenger Locator Form（PLF））を（https://travel.gov.gr）を利

用して登録を行い、登録後に当局から送信される自動応答のメッセージを入国時に提示すること 

が義務付けられていましたが、今後は、その上で、更に入国時にＰＣＲ検査が義務付けられることとな

りました。 

 

※ ギリシャ出国時のＰＬＦ事前登録 

  １１月１０日（火）から、全てのギリシャ出国者は、出発２４時間前までに電子登録フォーム

（Passenger Locator Form（PLF））のサイト（https://travel.gov.gr）を利用して、登録することが義

務づけられています。家族単位の移動であれば１枚でまとめて登録できるそうです。なお、対象者につ

いては「全てのギリシャ出国者」とされていますが，アテネ空港等では、ギリシャ人及び当地での長期

滞在許可を有する者が出国する際に対象となっているようです。情報が錯綜しておりますので，念のた

め，早期に登録されることを強くお勧めいたします。 

 

２ クリスタロピギ国境ゲートの閉鎖 

  １１月２０日から、クリスタロピギ（アルバニア国境）の国境ゲートが閉鎖されました。従いまし

て、現在、開いている国境ゲートはプロマホナス（ブルガリア国境）、カカヴィア（アルバニア国境）、

エブゾネス（北マケドニア国境）、キピ（トルコ国境）の４か所となります。ニムフェア（ブルガリア国

境）については貨物トラックのみが出入国できます。 

 

  なお、短期滞在目的で入国できる国境ゲートはプロマホナス（ブルガリア国境）のみで、他の国境

ゲートからの入国についてはギリシャ国籍者、滞在許可保有者、ギリシャに定住地がある者、職業上真

に必要な移動を書面で証明する者等に限られていますのでご注意ください。 



 

※ その他の注意事項 

・職業上真に必要な移動として入国した者は、その後出国した場合、再入国禁止（再入国禁止期間につ

いては不明）。 

・カカヴィア、エブゾネス、ニムフェア、キピでは、午後１１時から午前７時までの間は出入国禁止。 

・カカヴィアからの１日あたりの入国者数上限は７５０人。 

・カカヴィアからの入国者は入国後７日間、自宅やホテル等での隔離が必要。 
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